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江の島における色彩基準と景観の変容

色彩は ｢形｣や ｢大きさ｣とともに景観を構成

する要素の一つであるといえる｡ 景観における色

彩は､その土地の自然や文化､歴史の影響を受け

ることで地域によって特徴的であったり画一的で

あったりする｡ 近年その色彩について､景観形成

または景観保全を目的として各自治体が条例を制

定し､その中で色彩基準を設けるなどして規制 ･

促進を行うという動きが活発になっている｡ 本研

究ではこの色彩基準に焦点を当て､色彩基準の形

成過程やその類型を探るとともに色彩基準が施行

されている地域として江の島をフィールドに選択

し色彩基準と地域景観の関係に注目した｡

観光地として広く知られる江の島であるが､現

在では自然や歴史的遺産の保全や観光地としての

地域振興等の課題を抱えており､これらの問題を

解決するために江の島らしいまちづくりを目指し

てさまざまな条例が施行されている｡ そのうちの

ひとつとして神奈川県藤沢市は江の島特別景観形

成地区を定め､その中で色彩に関する基準を設定
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している｡多くの観光地では地域に従来存在す

る街路の色を保全するという形で色彩基準が作

られるが､江の島は島内にみられる岩肌の色を

地域の色として推奨する内容の基準を作成して

いる点で非常に興味深い｡

調査には資料調査と実地調査を用い､資料調

査では地域と色の関係について述べている文献

とともに色彩学の文献も使用した｡実地調査に

おいてはカラーカードを併用した視感測色によ

り屋根及び外壁の色を調査 し､建物の屋根や外

壁の色と色彩基準がどのように関係しているか

を把握した｡また住民及び観光客への聞き取り

をもとに建物の改修の状況､地域の色に対する

意識を調査 した｡江の島の建築物にみられる色

について色彩分布図やカラーパレットを作成し

現地調査の内容と合わせて分析することで､色

彩基準自体が持つ問題点､色彩基準が江の島の

色彩環境にもたらした影響と今後の可能性につ

いて述べる｡

芝地と植え込みの百葉箱に見る夏季気温変化の考察
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近年,夏季最高気温が年々上昇していること

や熱帯夜の増加,熱中症による死亡者が増加し

ていることなどにより,都心部を中心とした気

温の上昇が注目を集め,自治体を中心に行って

いるヒートアイランド媛和対策が,マスコミで

も大きく取 り上げられるようになった.しかし,

大都市におけるヒートアイランド現象自体は古

くから認められており,ヒートアイランド現象

について,様々な観点から多くの研究がなされ

ている.東京のヒートアイランド現象の把握や,

緑化によるヒートアイランド現象の緩和の研究

は数多くなされてきているが,都市内外や植生

による気温分布の研究が中心となっているもの

であり,観測地点そのものに対する研究はされ

ていない.そこで,観測機器の設置環境という

ことに注目し,ミクロスケールで見たときに,

気温変化にどのような特徴が現れるのかという

ことについて研究を行った.

観測は,お茶の水女子大学(以下お茶大)構内の

2地点の百葉箱を取り上げて行った.気象庁が観

測地点として最も適しているとしている場所に

特徴が近い,お茶大学生会館前中庭を芝地の観

測点とし,悪条件が重なっていると思われるお

茶大附属小の百葉箱を木陰の観測点として比較

を行った.

観測期間は2005年8月10日から9月6日までの

1ケ月間である.観測にはデータロガ-付温湿度

計を用い,10分間隔の連続観測を行った.

観測で得られた結果から,日中は芝地の気温が

木陰よりも高くなるが,夜間はあまり気温に差

が生じない.これは,日中,直射日光の当たる

芝地はその影響を受けて気温が上昇するのに対

- 70-


